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チャレンジ
お
金
の
か
か
ら
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

介
護
現
場
を
支
え
る

東
京
都
大
田
区
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
タ
ダ
カ
ヨ

介
護
事
業
者
の

サ
ポ
ー
ト
活
動
に
取
り
組
む

　

東
京
都
大
田
区
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
タ
ダ
カ
ヨ
は
、

介
護
業
界
の
重
要
課
題
で
あ
る
人
材
不
足
と
社
会
保

障
費
の
増
加
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
Ｉ
Ｔ
を

上
手
に
使
っ
て
、お
金
を
か
け
ず
に
よ
り
良
い
介
護
へ
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、介
護
業
務
に
有
益
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ
ー
ル
の
普
及
・
活
用
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

法
人
の
設
立
経
緯
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
第
１
波
が
到
来
し
た
際
、「
面
会
が
で
き

な
く
な
っ
た
介
護
施
設
の
高
齢
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
面

会
を
届
け
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
有
志
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
制
作
し
、
無
償
公
開
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
７
万
回
を
超
え
る
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
無
料
も
し
く
は
低
コ

ス
ト
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
普
及
を
促
進
し
、
介
護
事

業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

令
和
2
年
11
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
。
法
人

名
の
タ
ダ
カ
ヨ
は
、「
タ
ダ
で
カ
イ
ゴ
を
ヨ
ク
し
よ

う
！
」
と
い
う
想
い
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
理
事
長
の
佐
藤
拡
史
氏
は
、
民
間
企
業
を

退
職
後
、
同
法
人
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
社
会
福
祉
法
人
善
光
会
に
入
職
し
、
介
護
Ｄ
Ｘ

部
長
と
し
て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
研

究
・
普
及
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
現
在
、
40
人
を

超
え
る
法
人
ス
タ
ッ
フ
は
、
活
動
に
共
感
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
精
通
し
た
介
護
従
事
者
を
は
じ
め
、
弁
護
士
、

税
理
士
、
動
画
ク
リ
エ
ー
タ
ー
な
ど
の
各
種
専
門
家

が
集
ま
り
、
全
員
が
副
業
と
し
て
活
動
に
参
画
し
て

い
る
と
い
う
。

介
護
業
務
に
有
益
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
・
ス
キ
ル
向
上
を
図
る

　

同
法
人
は
、
令
和
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
、介
護
の
生
産
性
向
上
と
要
介
護
者
・

家
族
の
繋
が
り
を
蘇
ら
せ
る
事
業
」
を
実
施
し
た
。

同
事
業
は
、
介
護
施
設
・
介
護
従
事
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
高
齢
者
施
設
向

け
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
イ
ベ
ン
ト
「
タ
ダ
レ
ク
」

事
業
、
②
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
「
タ
ダ

ス
ク
」
事
業
、
③
無
料
個
別
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
「
タ
ダ

サ
ポ
」
事
業
を
行
っ
た
。

　

事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
佐
藤
理
事
長

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
も
と
も
と
、
高
齢
者
施
設
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン

レ
ク
イ
ベ
ン
ト『
タ
ダ
レ
ク
』は
、コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛

生
活
に
よ
り
、『
入
所
施
設
の
高
齢
者
の
会
話
が
な

く
な
っ
た
』、『
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
悪
化
し
た
』と
い
う
話
が

あ
り
、
高
齢
者
に
楽
し
み
を
届
け
た
い
と
い
う
想
い

か
ら
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
タ
ダ
カ
ヨ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　双方向のやりとりを大事にした無
料オンラインレクイベントの「タダ
レク」、参加者に合わせた様々なレベ
ル・テーマでＩＣＴスキル向上のた
めの丁寧なサポートを行う「タダス
ク」「タダサポ」を通じて、多くの介
護事業所、介護従事者にＩＣＴ利用
の機会を提供することができました。
広報活動や期中での活動の見直しを
はじめ、事業の中には様々な工夫が
見られます。従来の丁寧な支援を維
持し、さらに多くの介護従事者へＩ
ＣＴを広げていくことを期待します。
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た
。
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
て
全
国
に
活
動
を
広
げ

る
と
同
時
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を

活
用
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
中
小
規
模
の
介
護
事
業
所
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
た
く
て
も
、
教
え
る
人
が
い
な
か

っ
た
り
、
一
般
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
っ
て
も
介
護

現
場
の
事
務
作
業
や
介
護
ソ
フ
ト
の
応
用
が
で
き
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護

従
事
者
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
、
介
護
業
務
に
活
か
せ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル

を
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
活
用
を
促
進

　　

高
齢
者
施
設
向
け
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
イ
ベ
ン

ト
の
「
タ
ダ
レ
ク
」
事
業
は
、
全
国
各
地
の
入
所
施

設
・
通
所
介
護
事
業
所
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
つ
な
ぎ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
。
助
成
期
間
中
に
17
回
開
催
し
、
延
べ

８
５
３
４
施
設
、
約
16
万
人
の
要
介
護
高
齢
者
と
介

護
職
員
が
参
加
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
が
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
は
相
反
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
自
身
も

介
護
事
業
所
で
働
き
、
現
在
で
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
主
な
連

絡
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る

こ
と
を
知
っ
て

い
る
た
め
、
広

報
活
動
に
使
用

し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
県

ま
で
の
事
業
所

か
ら
申
し
込
み

が
あ
り
、
多
く
の
参
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
が

い
ち
ば
ん
効
果
が
あ
り
ま
し
た
」（
佐
藤
理
事
長
）。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
健
康

増
進
・
介
護
予
防
に
関
す
る
体
操
や
音
楽
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
著
名
な
講
師
の
ほ
か
、
お
笑
い
芸

人
や
マ
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
に
出
演
し
て
も
ら
い
、
参
加

型
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
に
つ
い
て
、
同
法
人
理
事
・

「
タ
ダ
レ
ク
」
事
業
担
当
の
市
川
博
基
氏
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

NPO法人タダカヨ
ＩＣＴで、介護の生産性向上と要介護者・家族の
繋がりを蘇らせる事業

令和4年度事業

【事業概要】
　介護業界が抱える課題である「人材不足」、「社会保障費の増加」
の解決を目的に、介護業務に有益な無料 IT ツールの導入支援をはじ
め、介護従事者向けのオンラインPCスクール、個別ＩＴサポート
を実施し、ＩＣＴ活用を促進する事業

【実施内容】
◆�高齢者施設向け無料オンライン
レクイベント「タダレク」事業
ZOOMを活用した双方型のレク
リエーションイベントを開催し、
介護事業所のＩＣＴ活用を促進
◆無料オンラインPCスクール「タ
ダスク」事業
介護従事者を対象に、介護業務に
活かせる実践的なＩＣＴ活用方法
をレクチャーするオンラインPC
スクールを開催
◆無料個別ＩＴサポート「タダサ
ポ」事業
ＩＣＴ初心者や個別の相談を希

望する介護従事者
に対し、一人ひと
りに寄り添った個
別サポートを実施

事業概要

【成果】
◆年間17回開催した「タダレク」事業は、延べ8534施
設（約16万人）が参加した。事業をきっかけにZOOM
を活用した施設は1827カ所におよび、ＩＣＴの活用促
進とともに、家族とのオンライン面会の普及に寄与した

◆年間188回開催した「タダスク」事業は、書類作成の
機会が多いケアマネジャーを中心に延べ5091人が受
講した。参加者が気軽に受講できるようにＩＣＴレベル
別にクラスを分け、ＩＣＴ初心者にはサポート担当講師
が個別にフォローしながら学べる体制をつくった

▼
　助成事業の波及効果として、「タダスク」の受講者が学
んだ内容をもとに、それぞれの地域で同様のオンライン
PCスクールを開催したケースが10例以上あった。また、
デジタル庁から実施事業に
ついて問合せがあり、同庁
がデジタルデバイド解消の
ために推進しているデジタ
ル推進委員普及支援団体に
認定され、「タダスク事業」
の講師が推進委員として参
画することとなった

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

419万7千円

15 ●WAMー2024.5

全 17 回開催した「タダレク」事業は、全国の介
護事業所と ZOOM でつなぎ、体験型のレクリエー
ションプログラムを提供。延べ 8534 施設（約
16 万人）が参加した
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「『
タ
ダ
レ
ク
』
事
業
は
、
高
齢
者
に
楽
し
み
を
届

け
る
と
と
も
に
、
介
護
に
有
益
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
普
及
さ

せ
る
と
い
う
2
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

一
方
通
行
の
ラ
イ
ブ
配
信
で
は
な
く
、
ク
イ
ズ
大
会

を
盛
り
込
ん
だ
り
、
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は

参
加
者
に
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
選
ん
で
も
ら
う
な
ど
、

双
方
向
の
や
り
と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
緒
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
参
加
し
た
介
護
施
設
の
職
員
か
ら
は
、『
利
用
者

同
士
の
会
話
が
は
ず
み
、盛
り
上
が
っ
て
い
た
』、『
こ

ん
な
に
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
簡
単
に
参
加

で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
』
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
が
こ
ん
な
に
便
利
で
簡
単
に
利

用
で
き
る
な
ら
、
そ
の
ほ
か
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
も
活

用
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な

っ
て
い
ま
す
」。

　

介
護
従
事
者
向
け
の

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
を
開
催

　

介
護
従
事
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ス
キ
ル
向
上
を
目

的
に
し
た
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
「
タ
ダ

ス
ク
」
事
業
は
、
全
国
の
介
護
従
事
者
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
つ
な
ぎ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
介
護
事
業
所
の
実
践
的

な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
「
タ
ダ
ス
ク
」
事
業
は
、
年
間
１
８
８
回
開
催
し
、

介
護
従
事
者
の
な
か
で
も
書
類
作
成
の
機
会
が
多
い

居
宅
介
護
支
援
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
延
べ

５
０
９
１
人
が
受
講
し
た
。
受
講
者
は
個
人
に
よ
る

申
し
込
み
の
ほ
か
、
介
護
施
設
の
複
数
の
介
護
職
員

が
一
緒
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

実
施
体
制
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
40
人
の
う
ち
22
人

が
「
タ
ダ
ス
ク
」
事
業
の
講
師
を
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ

が
得
意
な
領
域
に
関
す
る
講
義
テ
ー
マ
を
企
画
し
、

受
講
者
に
興
味
の
あ
る
講
義
に
申
し
込
ん
で
も
ら
う

か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
講
義
時
間
は
基
本
1
時
間

で
、
開
催
時
間
は
講
師
全
員
に
本
業
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
休
憩
時
間
の
昼
12
時
、
勤
務
後
の
夜
19
時
の
時

間
帯
に
開
催
し
て
い
る
。

　

主
な
講
義
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
基
本
的
な
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
操
作
を
は
じ
め
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

た
資
料
作
成
、
入
力
業
務
を
効
率
化
す
る
パ
ソ
コ
ン

の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
の

使
い
方
、
介
護
業
務
に
役
立

つ
ス
マ
ホ
活
用
術
、
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
管
理
術
な
ど
、

介
護
業
務
に
活
か
せ
る
実
践

的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
レ
ク
チ

ャ
ー
し
た
。

　
「
タ
ダ
ス
ク
事
業
」
に
つ
い

て
、
講
師
担
当
の
谷
本
誠
二

氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
講
義
の
内
容
と
し
て
は
、

実
際
に
受
講
者
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
操
作
し
て
も
ら

い
、そ
れ
を
講
師
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
遠
隔
機
能
を
使
い
、

フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
進
め
る
体
験
型
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ス
マ
ホ
活
用
術
で
は
、
介
護
事
業
所

は
多
く
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
き
ま
す
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
デ
ー

タ
化
す
る
ア
プ
リ
の
活
用
方
法
な
ど
を
受
講
者
全
員

で
操
作
し
て
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
受
講
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
レ
ベ
ル

が
異
な
る
な
か
、
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
『
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機
能
』

を
使
い
、
レ
ベ
ル
別
に
ク
ラ
ス
を
分
け
て
い
ま
す
。

受
講
者
が
講
義
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、
レ
ベ
ル
別
の
ク
ラ
ス
の
ほ
か
に
サ
ポ
ー
ト
部
屋

を
つ
く
り
、
配
置
し
た
担
当
講
師
が
個
別
に
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
ま
す
」。

　

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

個
別
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

　

さ
ら
に
、
無
料
個
別
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
「
タ
ダ
サ

ポ
」
事
業
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
初
心
者
で
「
タ
ダ
ス
ク
」

で
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
な
か
っ
た
り
、
個
別
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
希
望
す
る
介
護
従
事
者
に
対
し
、
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
個
別
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　
「
当
初
、『
タ
ダ
サ
ポ
』
は
申
し
込
み
が
少
な
く
、

要
因
を
確
認
す
る
た
め
利
用
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、『
大
人
数
の
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
で
は
質

問
し
づ
ら
い
』、『
申
し
訳
な
い
気
持
ち
が
あ
る
』
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
声
に
対
応

す
る
た
め
、『
タ
ダ
ス
ク
』
と
『
タ
ダ
サ
ポ
』
の
中

間
規
模
と
な
る
参
加
者
20
人
前
後
の
『
ミ
ニ
Ｐ
Ｃ
ス

ク
ー
ル
』
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
・
レ
ベ
ル

ご
と
に
開
催
す
る
形
態
に
活
動
を
変
更
し
ま
し
た
。
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介護従事者のＩＣＴ活用スキルの向上を目的と
した「タダスク」事業（全 188 回）は、書類
作成機会の多いケアマネジャーを中心に延べ
5091 人が受講
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
り
や
す
く
、

さ
ら
に
個
別
サ
ポ
ー
ト
の
「
タ
ダ
サ
ポ
」
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
る
な
ど
、
す
べ
て
の
事
業
が
循
環
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
の
開
催
形
態
が

基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
理
事
長
）。

　

日
本
一
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
目
指
す

　

助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、多
く
の
介
護
事
業
所
・

介
護
従
事
者
に
「
タ
ダ
レ
ク
」
と
「
タ
ダ
ス
ク
」
に

参
加
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「『
タ
ダ
レ
ク
』
事
業
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
初
め
て
活
用
し
た
介
護
事
業
所
は

１
８
２
７
カ
所
に
お
よ
び
、
家
族
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

面
会
の
普
及
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、『
タ

ダ
ス
ク
』
事
業
に
つ
い
て
も
、
直
近
の
月
間
受
講
者

数
が
１
４
８
０
人
と
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
最
大

手
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受
講
者
は
約
１
万
５
０
０
０

人
と
い
わ
れ
て
い
る
な
か
、

介
護
従
事
者
向
け
で
は
あ
り

ま
す
が
、
日
本
一
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
理

事
長
）。

　

事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、

『
タ
ダ
ス
ク
』
事
業
の
受
講
者

が
学
ん
だ
内
容
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
同
様
の

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
た
ケ
ー
ス
が
10
例

以
上
あ
る
な
ど
、
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
助
成
期
間
中
に
デ

ジ
タ
ル
庁
か
ら
本
事
業
に
つ
い
て
問
い
合
せ
が
あ

り
、
同
庁
が
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の
た
め
に
推

進
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
普
及
支
援
団
体
に

認
定
さ
れ
、「
タ
ダ
ス
ク
事
業
」
の
講
師
が
推
進
委

員
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

一
方
、課
題
と
し
て
は「
タ

ダ
ス
ク
」事
業
の
受
講
者
は
、

居
宅
介
護
支
援
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
6
割
近
く
を
占

め
、偏
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
種
別
・
職

種
の
介
護
従
事
者
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

お
金
の
か
か
ら
な
い
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
促
進
し
て
、
介
護

現
場
を
支
え
る
同
法
人
の
取

り
組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　WAM 助成では、介護事業
所と介護従事者の ICT 活用の
きっかけづくりを目的に「タダ
レク」と「タダスク」を開催し、
多くの参加者を集めることがで
きました。その一方で、全国に
は介護事業所が約 24 万件、介

護従事者は 200 万人以上いることを考えると、さらに届け
ていかなくてはならないという思いが強くなっています。
　また、運営面では、事業を通じて企業や関係団体と接点
をもつことができ、企業からの寄付やスポンサー収入によ
り、事業を継続的に運営する基盤をつくることができまし
た。関係団体から講師業務の依頼をいただくことも増えて
おり、なるべくお金をかけずに介護をより良くする活動を
広げていきたいと思います。

NPO 法人タダカヨ
理事長　佐藤  拡史氏

継続的な事業運営が可能に

〒 143−0014  
東京都大田区大森中 2 丁目 1 番 20 −1001号
T E L： 050−6872−9884
U R L： https://mmky310.info/
設　　立：令和 2 年 11 月
理 事 長：佐藤　拡史

◆団体概要
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「タダスク」事業講師担当

谷本  誠二氏

理事「タダレク」事業担当

市川  博基氏

「タダサポ」事業では、ＩＣＴ初心者に対し、一人ひ
とりに寄り添った個別サポートを実施。写真は利用
者に印刷方法を教えている様子
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